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日本 短角種 の 一生 産地 に おけ る飼 養 管理 の現 況 と問 題点
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日本短角種の繁殖経営は夏山冬里方式がとられているが,

その調査事例
1'3,5,6)は

少なく,実状は明らかでない点も多
い。そこで,その飼養管理の現況を知り,問題点および改
善方向を見出す資料をうるため,一生産地 (水田地帯 )に
ついて調査した。そのうち,冬期間の飼養管町 肉用牛経
営に対する農象の考え方についての調査を,第 1報として
報告する。

表 1調 査 農 家 の 概 況

耕地面積 :借地含む。 2)繁殖牛頭数 :子牛除く。

結 果 と 考 察

1 繁殖牛の頭数と構成
調査農家14戸の飼養頭数 (子牛除く)は,o頭 ●・ うち70

頭(778%)が 繁殖牛である。 繁薫牛はすべて日本短角種
で,かつ,す ぐれた牛 (D十 程度以上 4割位)が多い。
年齢は明3,4才が

“

5%で, 当名 明 2才の121%よ
り多い。 2～ 3年前に規模拡大があった力、 その後は一段

落したことを示すものと思われる。一方,10才 以上の牛
(200%)も 多い。
2 繁殖関係成績
(D 放牧前交配および人工授精 :51年度の放牧前交配は
338%で,50年度 (177%)に比し急激に増加した。しか
し,人工授精の利用は少ない (51年 138%,50年 65%)。

農家の多くは放牧前交配 (12戸希望)や人工授精 (3戸
希望)を とりいれようとしているが,発情発見困難(7戸 ),

前の分規がおそく放牧までに発情がこない (5戸 ),人エ
授精の授胎率が悪い (4戸 )と している。
放牧前交配とくに人工授精を普及するには発情発見技術

を習得させるとともに,地域内に授精師の却載力必 要であ

調査地域は青森県内における日本短角種の主要な生産地

の一つである十和国市板の沢地区で,当地区は農家95戸中
7,戸に肉用牛が飼養(1戸当り50頭 )さ れている。調査農
家は
'4戸
(繁殖牛の規模で 5区分 )で,その概況は表 1の

とおりである。調査は主として昭和∞年11月 から51年 5月

の間に実施した。

(5042`現 在 )

る。

12)授胎率 :過 去 5年間では87'多 であるが,49年
(952%),50年 (9o6%)は ,oチ 以上を示している。
13)分娩時期 :ま き牛繁殖が主体のため, 分娩は5,4
月に集中 (69フ%)し , 2月 以前(151%)は少ない。
14)初交配の年令 :48年生れの繁殖牛は明 2才での交配
が67%で,46,47年生れ(4555,)よ り高くなってきた。
これは子牛の育成技術が向上したためと思われる。

5 粗飼料の確保と給与
粗飼料の確保と利用状況を表 2に示した。

0, 良質粗銅料の確保 :良質粗飼料の確保量は ,戸当り

`64t t 
うち,けいはん草 (乾草 )が 411¢ をしめ,牧

乾草(435%)と 同程度利用され,と くにA.Bグループは
依存度が高い。けいはん草の高度利用 (追肥,5～ 4回刈)
している農家もある反面 利用の劣る農家もみられる。サ
イレージ(ト ウモロコシ)の ■囲は4戸にすぎない。粗飼

料はすべて良質とする農家が 1戸(0,牧乾草を購入してい

る農家が 3戸 (A,B,C)み られた。
2)繁殖牛に対する良質粗飼料量 :繁殖牛 1頭当り(成
牛換算 )の良質粗飼料量は105t(051～ 224t)で ,農家
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表2 粗飼料の確保と利用状況(1戸平均 )

間の差が大きい。望ましい確保量(12t以上)は 2戸にす

ぎず,と くに不足とみられる農家(08t以下 )が 3戸 (B
l,C2)み られた。
(31 稲わらのオ明 :稲わら(乾燥)は 粗飼料の4Z6%を

しめ,繁殖牛 1頭当り091tで ある。
4 濃厚銅料の給与と養分摂取量
繁殖牛(成牛)1頭 当りの濃厚飼肘量 (日 量)は平均ζ6り

(22～ 4フリ)で ,A,B,C″レープの順に少なくなっている。
養分摂取量はDCPoる 1± 007り ,TDN5,2± 026りで,

必要量
4)(DCP● 55り,TDN55り程度)を 上回っている。牛

の栄養状況と合せて判断すると,不足と思われる農家は1戸

(C)にすぎず,過剰ぎみの農象 (と くにA,Bグループ)も 多い。

5 子牛の育成関係成績
(1)子牛の発育 :生年月日が比較的正しいと判断される

8戸の農家の子牛(615,919)の 2“ 日齢の補正体重は

62“±495た,9252± 289ん,で,発育標準の上限(6

“

6り,9246的 )程度である。この間のDOを推定すると

61“ 概 9091ん ,と なる。

当地域の牛がすぐれ,かつ,早期退牧が盛んであり,さ ら

に子牛市場がおそいこともあり,発育がよいと考えられる。

(2)子牛の退牧時期 :子牛の退牧は
'月
初めからみられ,

9月末には556%が退牧 し,終牧までいるのは25'多 にす

ぎない。雌子牛は■子牛より早日に退牧される。

(9 子牛の販売 (市場 )成績 :と くに高価であった子牛

(認定牛など,6195)を 除いた販売時の成績は佐軋 価
格,生体単価 (″当り)の順に6(20頭 )502± 87'た ,,

1996± 594千円,666± 90円 ,9(25頭 )237± 575嫁

14`1± 429千円, ω7± 121円 で,生体単価で10%程度雄

子牛が高く,その変動係数は雌子牛が大きい。

農家は子牛の最低価格として169万円 (13～ 25万円)を

希望し,Aグループは低い(152万円)。 B,Cグループ(180,

126万円)では51年の価格では不満足な農家が多い。

` 
畜舎,管理など

(n 繋留方法と広さ:牛房にロープでつないでいる場合が

多い。1頭当りの牛床面積は平均84″(55～ 1057)である。

(21 運動と日光浴 :晴天時に舎外につなぐとする農家(4

戸)がみられるが,多 くは (14戸 )き ゅう肥搬出時以外は

舎外に出さない。発情の発現や発見が困難と思われる。

(31 敷料 :冬期間 1頭当りの数料としての稲わら使用量

は158t(日 J酌 75り )ヽ A,Bグループ(196,1“ t)

はCグループ(100t)を 卜同っている。畜舎構造L多
くを要するが, 12tあれば十分で,A,Bグ ループの多い
のはきゅう肥生産のためである。 Cグループの 2戸はもみ

単位 :

がらを併用している。敷料の搬出は05～ lヵ 月に 1回で,

搬出されたきゅう肥は自家消費,稲わら交換で,処理に困

る農家はみられない。

(4)記帳など:繁殖歴が記帳されている農家は少ない。

また子牛の生年月日も記録せず,市場にだす頃には忘れて

しまう場合も多い。今後 一流生産地をめざすなら出 他

地域に先がけて,正 しい生年月日を示す必要があろう。

7 今後の肉用牛飼養に対する希望と阻害要因
(n 農家からみた問題点 :飼料高(8件 ),子牛安価(9

件)に よる収益性の低さと不安定をのべる農家が多く, つ

いで良質知葡料の不足 (7件 ),発情の発見困難(4件 ),

労働力不足(3件 ),そ の他 (6件 )と なっている。

2)規模拡大 :繁殖牛の規模拡大を望む農家が7戸みら
れたが,その増頭は 1,2頭が多く, 積極的な希望はみら

れない。

規模拡大をしない理由として,収益性の低さを第 1に あ

げ,ついヽ B,Cグループは粗飼料の確保困難 肥育部
門の強化, A,Bグループは労働力不几 きゅう1巴生産用
でよいなどをあげている。

肥育牛の雷吹希望は 8戸 (現 6戸 ),45頭 (現 21頭)で ,

導入の少なかった Bグループで希望が強い。導入理由とし

て,繁殖経営の援助と安定化 一貫経営の推進をあ晩 ま

た多頭化しやすいとしている。

む   す   び

調査地域は日本短角種の歴史もあり,優良牛も多い。し

かし, その上に安住し,技術の向上をおこたってはならな

い。本調査からえられた問題点,改善点は本文中に指摘し

たが,阿部ら
1)も
同様な点を指摘している。

現在の土地基盤で,繁殖牛 5頭の飼養が可能であり,青

森畜試で作成した飼養指標
2)では土地基盤がやや大きいが

7頭となっている。一般の農家ではこの程度が限度と思われ,

これ以上の規模拡大は1巴育牛に頼らぎるをえない。しかし,

1巴育牛の導入は繁殖経営を助けるものでなければならない。
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